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「学校における児童生徒間の性暴力対応マニュアル」について 

令和８年１０月１６日 

生徒支援・教育相談センター 

 

性暴力、性に関するトラブルや問題行動を学校が把握した時の対応方針、留意点等を示した「学校に

おける児童生徒間の性暴力対応マニュアル」を作成し、各市町村教育委員会、学校および各関係機関等

に通知しましたので報告します。 

  

１ 作成に至る経緯 

・全国的に性犯罪の認知件数は増加の傾向にあり、２０２３年７月の改正刑法施行により処罰要件が明

確化され、被害がより顕在化しやすくなった実態がある。 

・２０２２年内閣府男女共同参画局実施の１６歳から２４歳の若者を対象とした調査では、性被害を受

けた場所は「学校」が最多で２２．５％だった。 

・校内で性暴力が発生した場合の対応方法等について、性の取扱いの難しさから学校現場が対応に苦慮

していることが考えられ、その指針を明らかにすることが必要である。 

 

２ 作成の目的 

性暴力に関する学校の基本的な姿勢や、学校において児童生徒間の性暴力が疑われる事案が発生し

た場合、またはその兆候に気づいた場合に、教職員が適切かつ組織的に対応するための基本的な考え方

と具体的な対応方法を示す。併せて、未然防止、早期発見の考え方を示す。 

 

３ マニュアルのポイント及び具体的な内容   

マニュアルのポイント 具体的な内容 記載ページ 

① 

学校で性暴力被害が起

こった場合のフロー

図、学校で性暴力が起

こった場合の対応の主

なポイント 

・学校で性暴力被害が起こった場合の、発見→情報確認→対応のフロ

ー図と、チーム対応する学校内の組織、相談する関係機関を記載 

・状況により、いじめの定義に基づき学校いじめ対策組織での対応を

行うことを記載 

・対応の主なポイントについて、学校の基本姿勢、被害児童生徒、加

害児童生徒、周囲の児童生徒それぞれへの対応、県警が関わる被害

者支援についてのポイントを記載 
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② 

被害児童生徒への対

応、被害児童生徒への

対応支援と留意点、被

害児童生徒の心のケア 

・被害児童生徒のトラウマの理解、二次被害の予防、関係機関の支援

等の確認について記載 

・被害の発見から情報収集、性暴力被害対応チームの立ち上げ、関係

機関との連携について記載 

・児童生徒間の性暴力被害である場合、積極的にいじめと認知し、学

校いじめ対策組織として対応することを記載 

・被害児童生徒が学校生活に戻るまで、戻ってからの適切な対応につ

いて記載 

・被害児童生徒の保護者の理解と外部機関との連携について記載 

・聴き取りの留意点について記載 
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③ 

加害児童生徒への対応 

・加害児童生徒対応時の基本的事項（性問題行動の要因、児童生徒の

理解）、指導時の留意点を記載 

8 

 

④ 

被害・加害当事者以外

の児童生徒への対応 

・当事者以外の児童生徒の思いに寄り添うなどの対応について記載 

・当事者以外の児童生徒の保護者への対応について記載 

9 



2 

 

⑤ 

教職員の支援と心のケ

ア 

・全教職員の性に対する価値観の理解、支援する教職員への留意点に

ついて記載 

9 

⑥ 

未然防止、早期発見と支

援体制の構築 

・未然防止のための示すべきルール、考え方を記載 

・スマホやＳＮＳとのつきあい方の指導について記載 

・早期発見のための子どもの発するサインや手段について記載 

・学校内・保護者との連携について記載 

10 

10 

11 

⑦ 

こんなときどうしたら

よい？Ｑ＆Ａ 

・対応時に想定される疑問点と対応方法について記載 12 

⑧ 

相談機関・窓口一覧 

・鳥取県内の相談機関・窓口の一覧を掲載 13,14 

 

 

４ 作成にあたり意見を伺った関係機関等 

（１）民間 

   ・（公益社団法人）性暴力被害者支援協議会（クローバーとっとり） 

（２）行政 

   ・県生活環境部犯罪被害者総合サポートセンター 

   ・県子ども家庭部家庭支援課児童養護・ＤＶ室 

（３）教育機関、教育関係者 

   ・都市・町村教育長会 

・各校種学校長会 

・野田正人氏 

（国立教育政策研究所フェロー、生徒支援・教育相談センター学校支援チームＳＶ） 

 

５ 添付資料 

 （資料１）「学校における児童生徒間の性暴力対応マニュアル」の概要 

 （資料２）「学校における児童生徒間の性暴力対応マニュアル」本文 

 （資料３）［保護者配布用］性に関する相談機関・窓口一覧（鳥取県版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・トラウマ反応を理解するとともに、二次被害を防ぐために被害者にとって学校や家庭が安心、安全な場所となるよう
努める。【ｐ３】 

・聴き取りは最小限にとどめ、本人から話さないことについてはあれこれ質問しない。他の人がもう一度話を聴くこと
は絶対に避ける。【ｐ４】 

・性暴力被害対応チームを立ち上げ対応するとともに、積極的ないじめの認知も行う。【ｐ５】 
・初期対応の注意点や被害児童生徒への配慮、長期的な支援等について、教育委員会や警察、児童相談所等の関係機関
と緊密に連携して対応する。【p６】 

・被害児童生徒の心のケア、被害児童生徒への丁寧な対応に努める。【ｐ７】 

・教職員がトラウマを抱える児童生徒を支援する場合に二次的外傷性ストレスを受ける可能性があるため、事前に、対応
チームの編成時に役割を明確にすること、特定の教職員に役割が集中しないようにすることなどの体制を整えておく。 

・心身の不調が生じた場合は、教職員向けの「心の健康相談窓口」などの利用も検討する。【ｐ９】 

・被害を目撃した児童生徒に対しては、話を広めないように伝える。 
・目撃した児童生徒以外には被害の情報は伝えないよう児童生徒に指導する。 
・被害児童生徒と同じような傷つき体験をしている場合があるため、必要に応じて精神的なケアを行う。【ｐ９】 

・背景に虐待や衝動性のコントロールの弱さなどがあることも多い。保護者の協力のもと、関係機関と連携して、再発
防止に努める。 

・性暴力が悪質な場合や、指導しても繰り返される場合は、児童相談所、警察、少年サポートセンター、医療機関など
につなげて、一緒に対応を考える。【ｐ８】 

「学校における児童生徒間の性暴力対応マニュアル」の概要 

作成に至る経緯 
〇全国的に性犯罪の認知件数は増加の傾向にあり、２０２３年７月の改正刑法施行により処罰要件が明確化され、被害
がより顕在化しやすくなった実態があります。 

〇２０２２年内閣府男女共同参画局実施の１６歳から２４歳の若者を対象とした調査では、被害を受けた場所は「学校」
が最多で２２．５％という結果でした。 

〇校内で性暴力が発生した場合の対応方法等について、性の取扱いの難しさから学校現場が対応に苦慮していることが
考えられ、その指針を明らかにすることが必要です。 

作成の目的 
〇性暴力に関する学校の基本的な姿勢や、学校において児童生徒間の性暴力が疑われる事案が発生した場合、またはそ
の兆候に気付いた場合に、教職員が適切かつ組織的に対応するための基本的な考え方と具体的な対応方法を示す。 

〇未然防止、早期発見の考え方を示す。 
 
 
「いじめの未然防止と適切な対応」「重大事態の予防」をめざし、いじめ対策のさらなる強化を図ることを目的とする。 
〇「いじめ防止対策推進法」の施行から 10年が経過したが、全国的にも近年重大事態の発生件数が増加傾向となり、依
然として「いじめ防止対策推進法」や「いじめの防止等のための基本的な方針（国方針）」「鳥取県いじめの防止等の
ための基本的な方針（県方針）」、「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン（国ガイドライン）」等に沿った対
応が不十分だったために、児童生徒に深刻な被害を与える事態が発生している状況にある。 

〇鳥取県においても、平成 29年に「県方針」を改訂するとともに、「鳥取県いじめ対応マニュアル いじめの重大事態
から学ぶ」を作成・改訂したが、令和５年度におけるいじめの重大事態の 1,000人あたりの発生件数は全国最多であ
った。そして、令和６年３月に国のサポートチームの訪問において次のような指摘があり、この度「鳥取県いじめの
防止のための基本的な方針」を８年ぶりに改訂することとした。 
＊「鳥取県いじめ対応マニュアル」を令和６年４月に改訂しているが、国ガイドラインの改訂も踏まえ、いじめへの
適切な対応、重大事態の予防等についての記述にさらに工夫が必要である。 

＊県内の学校の中には「学校いじめ防止基本方針」（学校方針）が、実態に即していないもの、何年も更新されていな
いものがあり、また、この内容が教職員レベルまで十分に浸透していない状況も見受けられる。 

学校で性暴力が起こった場合のフロー図、対応の主なポイント 

・発見→情報確認→対応は外部のサポートも得て、チームで対応する。 
・状況により、いじめの定義に基づき学校いじめ対策組織での対応を行う。【ｐ１】 
・緊急度を確認した上で、被害者の心身の安全を最優先とした対応、支援を行う。 
・「疑い」の段階や判断が難しい場合でも、警察や児童相談所に相談する。 
・学校は所管の教育委員会に報告し、教育委員会と連携しながら関係機関に相談する。 
・児童生徒や保護者の間で「うわさ」が広がらないように配慮する。【ｐ２】 
 

被害児童生徒への対応、対応支援と留意点、心のケア 

加害児童生徒への対応 

教職員の支援と心のケア 

被害・加害当事者以外の児童生徒への対応 

未然防止、早期発見と支援体制の構築 

・学校内で性暴力被害が起きないためには、日ごろの性に関する指導とコミュニケーションスキルの教育が必要となる。 
・計画的に性に関する指導の時間を設定し、未然防止のための情報を発信していく。【ｐ１０】 
・早期発見のためのツールなど日ごろから情報を入手するための工夫や、子どもの発するサインを見逃さないこと、保護
者との連携等が重要である。【ｐ１１】 

【資料１】
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